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業績概要 （連結・2行合算）

（億円）

前年比

業務粗利益 1,437 △ 107 1,545
資金利益 1,217 △ 26 1,243
役務取引等利益 177 △ 5 183
特定取引利益 3 1 1
その他業務利益 39 △ 76 116

うち国債等債券損益 14 △ 75 90
経費 (△)　(臨時処理分を除く) 940 △ 10 951
一般貸倒引当金繰入（△） - 52 △ 52
業務純益 497 △ 149 646

コア業務純益 482 △ 21 503
臨時損益 △ 12 334 △ 346

△ 13 △ 236 222
うち株式等損益 7 93 △ 85

経常利益　　 485 185 300
特別損益 △ 20 △ 14 △ 6
法人税等 （△） 189 91 98
当期純利益 275 79 195

(参考）与信費用 △ 13 △ 184 170

【２行合算】 14/3期 13/3期

うち不良債権処理額 (△)

（億円）

前年比

経常収益 1,909 △ 81 1,991
経常利益 494 201 293
当期純利益 273 92 181

（億円）

前年比

子会社利益 24 13 11
のれん償却 △ 21 0 △ 21
パーチェス調整 △ 1 △ 0 △ 0
その他 △ 4 0 △ 4
連単差 △ 1 12 △ 14

13/3期【ほくほくFG連結】 14/3期

14/3期 13/3期【連単差の内訳】

与信費⽤の減少と株式等損益の改善により前年⽐⼤幅増益
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【中計比】 （2行合算、内部管理ベース）

 コア業務純益 ＋54億円

資金利益+19、役務利益+14、その他業務+8、経費△10

 経常利益 ＋224億円

与信費用△149、株式等損益7

 当期純利益 ＋114億円



業績概要 （北陸銀行・北海道銀行）

2

北陸銀行 北海道銀行 （億円）

前年比 前年比

業務粗利益 784 △ 93 878 653 △ 14 667
資金利益 663 △ 36 699 554 10 543
役務取引等利益 91 △ 15 106 86 9 77
特定取引利益 3 1 1 - - -
その他業務利益 27 △ 43 70 12 △ 33 46

うち国債等債券損益 14 △ 40 54 0 △ 35 35
経費 (△)　(臨時処理分を除く) 505 △ 3 509 434 △ 7 442
一般貸倒引当金繰入（△） - 26 △ 26 △ 12 13 △ 25
業務純益 278 △ 116 395 231 △ 19 251

コア業務純益 264 △ 49 314 217 28 189
臨時損益 25 237 △ 211 △ 50 84 △ 134

△ 42 △ 163 120 41 △ 60 102
うち株式等損益 1 69 △ 67 5 23 △ 18

経常利益　　 304 120 183 180 64 116
特別損益 △ 20 △ 16 △ 4 0 1 △ 1
法人税等 （△） 105 49 56 83 41 42
当期純利益 178 55 123 96 24 72

(参考)与信費用 △ 42 △ 136 93 28 △ 47 76

14/3期 13/3期 14/3期 13/3期

うち不良債権処理額（△）

【北陸銀行】
• 貸出金利息減少、有価証券利息減少
• 保険収益減少
• 人件費減少

【北海道銀行】
• 貸出金利息減少、有価証券利息増加
• 投信収益増加、保険収益増加
• 物件費減少



資金利益

 市場⾦利の低下や競合により貸出⾦利回りの低下が継続
 投信解約益等の要因もあり有価証券利息は前年を上回る
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（億円）

前年比

資金利益（国内） 1,207 △ 25 1,232

貸出金 1,059 △ 60 1,119

有価証券 215 10 205

預金・NCD（△） 51 △ 22 74

【2行合算】 14/3期 13/3期

【資金利益（国内）】

利息増減要因
（億円）

【2行合算】 平残要因 利回要因

貸出金 8 △ 69

有価証券 2 7

預金・NCD（△） 2 △ 24

【平残（国内）】

（億円）

前年比

貸出金 73,232 598 72,634

有価証券 23,802 308 23,494

預金・NCD 100,658 3,388 97,270

14/3期 13/3期【2行合算】

【資金利回り（国内）】

前年比

貸出金 1.44% △0.10% 1.54%

有価証券 0.90% 0.03% 0.87%

預金・NCD 0.05% △0.02% 0.07%

14/3期 13/3期【2行合算】



72,411 72,870 74,020 73,363

48,263 47,650 46,925 46,396

19,933 20,205 20,722 21,098

11/3 12/3 13/3 14/3

2行合算

貸出金

中小企業等

個人ローン

貸出金

【貸出金残高】

(億円）

 貸出⾦残⾼は13/3期末⽐△657億円(△0.88％)
 中⼩企業等向け残⾼は13/3期末⽐△529億円(△1.12％)
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42,523 42,339 43,327 42,276

28,713 28,265 27,975 27,651

10,425 10,625 11,147 11,435

11/3 12/3 13/3 14/3

北陸銀行

29,888 30,530 30,693 31,086

19,550 19,384 18,950 18,744

9,508 9,579 9,574 9,662

11/3 12/3 13/3 14/3

北海道銀行

(億円）

(億円）



8,726 8,994 9,554 9,867

1,698 1,630 1,593 1,568
10,425 10,625 11,147 11,435 

11/3 12/3 13/3 14/3

北陸銀行

17,036 17,370 17,898 18,241

2,896 2,834 2,823 2,856
19,933 20,205 20,722 21,098 

11/3 12/3 13/3 14/3

2行合算

その他

住宅ローン

貸出金

【個人ローン残高】

(億円）

 個⼈ローン残⾼は13/3期末⽐＋375億円(+1.81％)
 住宅ローン実⾏額は13/3期⽐＋3９億円
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【住宅ローン実行額】

8,310 8,376 8,344 8,373

1,197 1,203 1,230 1,288
9,508 9,579 9,574 9,662 

11/3 12/3 13/3 14/3

北海道銀行

（億円）

11/3期 12/3期 13/3期 14/3期
■北陸銀行 961 998 1,142 1,179
■北海道銀行 932 881 806 809
2行合算 1,894 1,880 1,949 1,988

(億円）

(億円）



12,216
14,229 14,511 14,111

4,630
4,624 4,605 4,165

4,022
3,524 3,435 3,425

1,339
1,275 1,416 1,785943
1,064 1,010 1,32623,151

24,718 24,978 24,814

11/3 12/3 13/3 14/3

2行合算

その他

株式

社債

地方債

国債

 有価証券残⾼は13/3期末⽐△164億円
 その他有価証券の評価損益は13/3期末⽐+95億円

有価証券

(億円）
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【その他有価証券の評価損益】

【円債残高、利回り、金利リスク】

【有価証券残高】

(億円)

増減

その他有価証券 926 95 831

債券 405 △ 64 469

株式 474 170 304

その他 46 △ 10 56

【2行合算】 14/3末 13/3末

(億円）

増減

円貨債券残高 21,702 △ 850 22,552

うち変動利付国債 4,097 77 4,019

期中平均利回り 0.71% △0.07% 0.78%

VaR 237 △ 89 326

【2行合算】 14/3末 13/3末

円債デュレーション　（2行合算）

11/3末 12/3末 13/3末 14/3末

3.88年 4.18年 3.88年 3.45年
※ヘッジ考慮後



95,238 97,008 100,081 101,720

66,109 67,722 69,127 70,055

11/3 12/3 13/3 14/3

2行合算

預金・NCD

個人預金

(含むNCD)

預金・NCD

【預金・NCD残高】

 預⾦・NCD残⾼は13/3期末⽐＋1,638億円(＋1.64％)
 個⼈預⾦（含むNCD）残⾼は7兆円に到達
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(億円）

54,399 55,451 57,262 59,090

36,132 36,872 37,705 38,692

11/3 12/3 13/3 14/3

北陸銀行

40,839 41,557 42,819 42,629

29,976 30,849 31,421 31,362

11/3 12/3 13/3 14/3

北海道銀行

(億円）

(億円）



0.16 0.15
0.13

0.11 0.10 0.10
0.08 0.07

0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

12/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 13/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

【2行合算】 4半期

1.58 1.55 1.52 1.50 1.48 1.45 1.43 1.43

1.50 1.47 1.45 1.44 1.42 1.40 1.38 1.39

0.08 0.08 0.07 0.06 0.06 0.05 0.05 0.04

12/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 13/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

【2行合算】 4半期

貸出金利回り 預金等利回り

1.74 1.64 1.54 1.45

1.60 1.54 1.47 1.40

0.14 0.10 0.07 0.05

11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

【2行合算】

貸出金利回り 預金等利回り

2.36 2.33 2.30 2.27 2.24 2.22 2.18 2.16

1.34 1.32 1.30 1.27 1.25 1.22 1.20 1.20
0.99 0.97 0.95 0.94 0.91 0.91 0.89 0.90

12/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 13/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

【2行合算】 4半期

円貨預貸金利回り （内部管理ベース）

 貸出⾦利回りの低下により預貸⾦利回り差は13/3期⽐△0.07％
 4半期ベースでみた預貸⾦利回り差は下げ⽌まりの兆候
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（％）

【円貨預金利回り」】

（％）

【円貨預貸金利回り差）】

（％）

【円貨貸出金利回り】

（％）

流動性

定期性

預貸金
利回り差

個人ﾛｰﾝ

事業性

地公体



役務取引等利益

投信販売⼿数料はマーケット環境の好転もあり増加したが、保険販売は販売態勢の整備に重
点を置いたため保険販売⼿数料は減少した
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（億円）

前年比

(1) 役務取引等利益 177 △ 5 183

役務取引等収益 331 △ 3 334

うち受入為替手数料 111 △ 1 112

うち投資信託手数料 41 5 36

うち保険手数料 21 △ 11 32

役務取引等費用(△) 154 2 151

うち支払為替手数料(△) 18 0 18

うちローン保険料・保証料(△) 99 1 97

(2) 特定取引利益 3 1 1

(3) その他業務利益(除く5勘定尻) 24 △ 1 26

うち外為売買損益 16 3 13

うち金融派生商品収益 8 △ 2 10

うち債券オプション 0 3 △ 3

(4) 非金利収入計 (1)+(2)+(3) 205 △ 5 211

(5) コア業務粗利益 1,422 △ 32 1,455

(6) 非金利収入比率 (4)/(5) 14.44% △0.08% 14.52%

【2行合算】 14/3期 13/3期

【役務取引等利益】

4,228 3,598 3,631 3,388

2,758
2,568 2,505 3,029

278
293 293 281

7,264
6,460 6,429 6,700

11/3 12/3 13/3 14/3

【2行合算】

外貨預金

公共債

投資信託

(億円）

【投資型金融商品（個人）の残高】

46 46 46 46

33 35 30 32
11 9 11 10
91 91 87 89

12/上 12/下 13/上 13/下

【2行合算】

その他

投信・保険

為替

(億円）

【非金利収入】



経費

(億円）

 ⼈件費・物件費ともに減少し、経費は13/3期⽐△10億円
 コア業務粗利益が減少したことからOHRは66.08％に上昇
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【経費・OHR】 【増減要因】

【従業員数】

(億円)

前年比

人件費 443 △ 3 446

物件費 452 △ 7 459

税金 44 △ 0 44

経費 940 △ 10 951

【2行合算】 14/3期 13/3期

(人)

前年比

正社員 5,138 △ 46 5,184

スタッフ 3,129 2 3,127

【2行合算】 14/3末 13/3末

986 1,006
951 940

484 514 485 478

63.47% 64.37% 65.37% 66.08%

11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

【2行合算】

通期

上期

コアOHR

・従業員数は嘱託、パート、派遣社員を除く正行員
・スタッフ数＝嘱託+契約+臨時雇+派遣・直接雇用パート



与信費用

不良債権処理額の減少および貸倒引当⾦戻⼊益の発⽣により与信費⽤は13億円の戻⼊れ
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【与信費用要因】

前年比

債務者区分悪化 115 △ 195 311

債務者区分改善 △ 12 41 △ 53

地価下落 20 △ 22 42

その他回収等 △ 137 △ 59 △ 77

14/3期 13/3期

不良債権処理額発生要因 (億円)

145
104

170

13

71
44

93

42

74 59 76
28

11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

【2行合算】

北陸銀行

北海道銀行

(億円）

【与信費用比率】

0.20%
0.14%

0.23%

0.01%

0.05%

0.05%

0.15%

0.25%

0.35%

11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

【2行合算】

与信費用比率＝与信費用÷貸出金平残

【与信費用】

（億円）

前年比

与信費用 △ 13 △ 184 170

一般貸倒引当金繰入 - 52 △ 52

不良債権処理額 △ 13 △ 236 222

うち個別貸倒引当金繰入 - △ 207 207

うち貸倒引当金戻入益 20 20 －

【２行合算】 14/3期 13/3期

[△42]

[   21]



489 397 366 305

1,337 1,466 1,576
1,345

380
505 424

364

2,205 
2,368 2,367 

2,013 

2.96%
3.17% 3.11%

2.67%

11/3 12/3 13/3 14/3

2行合算

要管理

危険

破産更生等

開示債権比率

不良債権

開⽰債権⽐率は13/3期末⽐0.44ポイント低下の2.67％

(億円）
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【金融再生法開示債権】

362 304 262 224

896 964 1,034
816

184 267 188
163

1,443 1,535 1,484 
1,203 

3.28% 3.53% 3.34% 2.78%

11/3 12/3 13/3 14/3

北陸銀行

127 93 104 81
440 502 542 529
195 238 236 201
763 833 882 810 

2.49% 2.66% 2.79% 2.52%

11/3 12/3 13/3 14/3

北海道銀行

(億円）

(億円）



自己資本

(億円）

 バーゼルⅢ適⽤による⾃⼰資本⽐率は12.31%
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【銀行勘定の金利リスク】

【自己資本比率】 【自己資本比率推移】

【バーゼルⅢ国内基準】
(億円)

自己資本 6,055 3,695

基礎項目 6,279 4,017

調整項目（△） 224 322

リスクアセット 49,186 49,049

自己資本比率 12.31% 7.53%

【FG連結】　14/3末 経過措置適用 完全実施（試算）

(億円)

増減

125 △ 576 702

2.07% △10.37% 12.44%

【2行合算】 14/3末 13/3末

金利リスク量
（99パーセンタイル値）

アウトライヤー比率
バーゼルⅢバーゼルⅡ

5,705 5,642 5,693

6,055

11.72% 11.88% 12.04% 12.31%

12/3 13/3 13/9 14/3

FG連結

自己資本

自己資本比率



業績予想
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【15/3期 業績予想】 【15/3期 配当予想】

【15/3期 業績予想】

(億円)

前年比

経常収益 895 1,790 △ 119 普通株式 - 4円00銭 4円00銭

経常利益 135 280 △ 214 第５種優先株式 7円50銭 7円50銭 15円00銭

当期純利益 75 160 △ 113

年間予想【FG連結】 中間期予想 通期予想 中間配当 期末配当

２行合算 北陸銀行単体 北海道銀行単体 (億円)

前年比 前年比 前年比

経常収益 830 1,655 △ 125 450 900 △ 77 380 755 △ 47

コア業務粗利益 700 1,390 △ 32 385 760 △ 10 315 630 △ 22

経費 480 950 9 260 510 4 220 440 5

コア業務純益 220 440 △ 42 125 250 △ 14 95 190 △ 27

与信費用 55 110 123 30 60 102 25 50 21

経常利益 145 290 △ 195 85 165 △ 139 60 125 △ 55

当期純利益 90 180 △ 95 50 100 △ 78 40 80 △ 16

 通期予想中間期予想 通期予想 中間期予想  通期予想 中間期予想



経営戦略
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営業体制

 予想される⼈⼝推移に応じて、店舗形態の機能⾒直しや効率を⾼めるための再編を実施
 11年度以降3年間で2⽀店を開設するとともに10出張所を⽀店化
 取引先の海外進出ニーズに対応し、海外拠点を拡充（12/3⽉ﾊﾞﾝｺｸ、14/3⽉ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ）
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ﾕｼﾞﾉｻﾊﾘﾝｽｸ

ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ瀋陽

大連

上海

ﾊﾞﾝｺｸ

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

ﾆｭｰﾖｰｸﾆｭｰﾖｰｸﾛﾝﾄﾞﾝﾛﾝﾄﾞﾝ

北見とん田出張所を
支店化（14/4月）

音更支店を
開店（13/12月）

ＹＫＫ出張所を
支店化（13/10月）

新運営体制の試
行開始（14/2月）

プライムエリアの預金／貸出金

北海道 ４．７兆円／３．１兆円

北陸3県 ４．５兆円／２．４兆円

函館東出張所を
支店化（13/10月）

14/3末現在

渉外・融資係をｴﾘｱ母店に集約
することで効率化と同時にｴﾘｱ
全体へのｻｰﾋﾞｽを強化



個人取引

 住宅ローンの商品⼒向上と接点強化により残⾼を積上げる
 ⽐較的⾦利の⾼いカードローンの積上げで収益を下⽀え
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【カードローン平残・利回り】 内部管理ベース

725 750
778

811

12.60% 12.68% 12.76%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期計画

(億円)

【住宅ローン実行額】

1,880 1,949 1,988
1,735

817 940 946

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期
計画

通期

上期

(億円)

【住宅ローン】

 商品性のブラッシュアップ

 住宅ローンプラザ等の休日営業

 住宅ローン借入先や住宅業者との接点強化

 HPからの住宅ローン事前審査の申込受付
を開始 （北陸銀行、14/4月）

【個人ローン平残・利回り】 内部管理ベース

19,983 20,347 20,841 21,146

2.42% 2.31% 2.20% 2.11%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期計画

(億円)



個人取引

 お客様の資産形成や資産運⽤ニーズに沿った質の⾼い提案活動を展開するために、データ
の活⽤や販売担当者のスキルアップを図る

 NISA⼝座開設やIB投信の推進により顧客の獲得を図る
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【投信保険収益額】

36 41

32 21

69
62

73
85

13/3期 14/3期 15/3期
計画

16/3期
中計

保険

投信

(億円)  入金や満期情報等のイベントから顧客ニ
ーズを想定した精度の高い提案活動を
展開

 NISA口座の獲得やノーロード商品の導
入による新規顧客の獲得を図る

 インターネットでの販売を促進

 研修によるスキルアップや、販売専担者
の育成（北陸銀行）による販売の質の向
上を図る

(億円)

増減

投資信託 1,484 422 1,061

保険 682 200 481

15/3期計画 14/3期販売額

NISA口座取入状況　14/3月末

NISA口座数 29,240

投信口座数に占める割合 14.2%



法人取引

成⻑分野をはじめとしたビジネス拡⼤⽀援や企業の課題解決に取り組むことで資⾦需要の創
出を図り、事業性貸出の減少に⻭⽌めをかける
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【事業性貸出平残・利回り】 内部管理ベース

38,183 37,711 37,039 37,037

1.39% 1.31% 1.22% 1.19%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期計画

(億円)

成長分野への取組状況

再生可能エネルギー関連 (件・億円)
14/3期 前年比 13/3期

実行件数 60 38 22
実行額 105 88 17

医療・福祉 (億円)
14/3期 前年比 13/3期

期末残高 2,136 140 1,996

農業・林業 (億円)
14/3期 前年比 13/3期

期末残高 299 △ 4 304

課題解決支援への取組状況

 ビジネスマッチングや海外進出支援によ
るビジネス拡大支援

 事業承継対策等に対応したＭ＆Ａ支援

14/3期 M&A成約数10件

 経営改善支援

14/3期 再生支援協議会持込実績32件

※外貨貸出を含む※外貨貸出を含む



資金利益

 預⾦利払いは減少するものの、ボトムに近づいており減少幅は昨年より縮⼩
 有価証券運⽤は⼀部を投信等へ振り向けることにより利息減少を抑制
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【平残】

（億円）

前年比

貸出金 73,840 400 73,440

有価証券 24,310 △ 87 24,397

預金・NCD 102,041 749 101,292

15/3期計画 14/3期【2行合算】

【資金利回り】

前年比

貸出金 1.39% △0.05% 1.44%

有価証券 0.87% △0.04% 0.91%

預金・NCD 0.04% △0.01% 0.05%

15/3期計画 14/3期【2行合算】

【資金利益】
（億円）

前年比

貸出金 1,028 △ 32 1,060

有価証券 211 △ 12 223

預金・NCD（△） 44 △ 9 53

資金利益 1,186 △ 31 1,217

15/3期計画 14/3期【2行合算】

有価証券運用計画 (億円)

平残
【2行合算】

増減

円債 21,375 △ 702

株式 1,288 61

その他 1,646 553

合計 24,310 △ 87

15/3期
計画



コア業務粗利益・経費

 コア業務粗利益は資⾦利益の減少を主因に前年⽐減少
 経費削減に取り組むことで消費税増税による影響を軽減
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【経費・OHR】

 経費は物件費を中心として12/3期をピークに
減少、950億円程度で横ばいの計画

 ＩＴ・店舗等への投資により、顧客利便性の向
上や営業効率の改善を図る

 16/1月に共同利用システムに七十七銀行が
合流し、横浜銀行を含めた4行体制へ

⇒開発コスト、利用料の削減

1,006 951 940 950

64.37% 65.37% 66.08% 68.34%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期計画

経費・ＯＨＲ(億円)
1,422

資
金
利
益

役
務
取
引
等
利
益

そ
の
他

1,390

△31
＋6 △7

14/3期 15/3期計画

コア業務粗利益(億円)

【コア業務粗利益】

 役務取引等利益は前年比増加するものの、
貸出を中心とした資金利益の減少を見込む



自己資本・株主還元
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【連結自己資本比率】

1,585 1,135 725

537
537

537

6,055
5,691

12.31% 11%台 10%以上

14/3末 15/3末
見通し

16/3末
見通し

優先株式

劣後債務

(億円)

【株主還元】

52 52 50 53 53

16 16 16 16 16

59
68 68

125

69 69

31.0%
41.7%

30.7%
20.8%

37.2%

11/3期 12/3期 13/3期 14/3期 15/3期
予想

自社株買い

優先株

普通株

(億円)
配当性向
（除く優先株）

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3～13/3 14/3 15/3
予想

2.00 2.50 3.00 3.50 3.75 4.00 4.00

普通株配当額推移（一株当たり） 単位：円

劣後債務の算⼊額の減少を収益の積上げで補うとともに、リスクアセットをコントロールす
ることで16/3末の⾃⼰資本⽐率10％以上を⽬指す



中期経営計画 “GO for IT !” の進捗
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【主要計数の進捗】

1年目 2年目 3年目

13年3月期
実績

14年3月期
実績

15年3月期
業績予想

16年3月期
計画

総預金平残 9兆7,903億円 10兆1,292億円 10兆2,041億円 10兆1,100億円

貸出金平残 7兆2,778億円 7兆3,440億円 7兆3,840億円 7兆4,800億円

コア業務純益 503億円 482億円 440億円 470億円

連結当期純利益 181億円 273億円 160億円 185億円

連結自己資本比率 11.88％ 12.31％ 11％台 10％以上

OHR
（ｺｱ業務粗利ﾍﾞｰｽ）

65.37％ 66.08％ 68.34％ 67.00％

不良債権比率 3.11％ 2.67％ 2%台
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